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ような人脈につながっていることを、驚きつつ嬉しく感じたものであ
る。
　1987年７月、文部省への法学部設立の申請がなされ、その後、同省内
でヒヤリングが行われた。最終的関門であった。このようにして設立事
業は木村真佐幸学長のもと、法人理事会を含む全学的な努力によつて推
進された。その結果、1988年12月、設置の認可が通達され、翌年４月、
政令指定都市には新設しがたいはずの法学部が開設された。そのとき私
は理事の任を離れていたが、堺氏が内山新学部長や就任予定者を迎えて
所期の目的を達成された際には、心から安堵し感激した。氏の思いは如
何ばかりであったろう。
　その後、氏は新しい内山学長のもとで策定された「第２次基本計画」
にもとづいて「大学院づくり」の構想に参画し、1997年には「法学研究
科」の開設を実現することになった。
　このように堺氏は、「法学部の開設」という事業について、忍耐強い
確固とした意思と柔軟な現実対応力をあわせもって臨んだが、その行動
力の背景には、周到な理論的準備と関係する人々への誠実な配慮が用意
されていたと思っている。氏は、本学の全学的協力に発する発展計画に
嚆矢を放ち、札幌大学のその後の将来計画のための水路を開鑿した人と
言えるであろう。そして今は、「法学部」の行方を見守りながら、その
発展を願っていることであろう。
　本文では、勝手ながら法学部開設時の多くの関係者名を略して記述し
たが、すでに相当数の方々が他界されている。故人となられた人々の
ご冥福とともに、堺鉱二郎氏の急逝を深く悼み、安らかな休息を祈りた
い。　　　　　
